
・
し

十
三
守
久
季
殿
宗
季

と
、
西
暦
一
三
三
四
年
の
建
武
の
中
興
な
っ
て
鎌
倉
群
府
が
滅
び
、
主
権
が
武
家

よ
り
朝
延
に
州
し
た
南
帆
の
時
代
、
推
軽
の
首
長
藤
崎
城
張
阿
倍
宗
季
が
領
内
開

発
の
促
進
を
指
示
し
て
い
る
。

こ
の
苫
状
を
見
る
と
き
、
私
達
が
住
む
糸
瀬
は
、
当
時
既
に
鑑
瀬
堰
（
大
堰
と

推
定
さ
れ
る
）
に
よ
っ
て
相
当
開
田
が
進
ん
で
い
た
と
検
討
が
付
く
と
と
も
に
、

嘉
瀬
の
古
町
、
鍛
治
町
、
後
町
、
畑
中
冷
水
地
域
と
、
小
栗
崎
に
は
一
ケ
村
を
形

成
す
る
部
落
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
で
き
ま
す
。

ま
た
、
村
と
村
を
征
腹
す
る
道
は
、
中
柏
木
か
ら
嘉
瀬
、
嘉
瀬
か
ら
喜
良
市
に

至
る
道
路
が
、
今
の
観
卉
山
を
廻
っ
て
通
じ
て
い
た
だ
ろ
う
。
嘉
瀬
か
ら
金
木
に

至
る
道
は
、
ま
だ
十
三
潟
の
湿
地
の
浮
洲
篭
原
で
道
路
は
な
か
っ
た
。

》
」
の
当
時
の
主
要
道
は
、
浪
岡
か
ら
飯
詰
を
経
て
、
中
柏
木
と
味
哨
ケ
沢
の
間

の
楽
通
り
を
嘉
瀬
の
旧
区
有
地
九
流
れ
に
出
て
、
白
岩
沢
か
ら
小
田
川
に
出
て
、

小
田
川
村
に
出
る
か
、
小
田
川
か
ら
湯
ノ
沢
を
登
り
鹿
の
子
沢
に
下
り
、
喜
良
市

か
ら
金
木
に
出
る
の
が
、
浪
岡
か
ら
の
主
要
道
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

そ
の
証
拠
と
し
て
、
今
で
も
中
柏
木
と
飯
沽
味
噌
ケ
沢
の
山
の
峯
筋
に
、
斜
面

を
切
り
開
た
道
路
の
跡
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

大
浦
為
信
が
津
軽
を
統
一
し
た
と
き
、
郡
内
の
神
社
仏
閣
、
記
録
書
、
史
積
等

を
焼
き
捨
て
る
か
、
取
り
こ
わ
し
て
、
そ
れ
以
前
の
資
料
が
嘉
瀬
に
は
無
く
、
当

時
嘉
瀬
に
は
、
何
ん
と
ゆ
う
村
長
が
い
た
か
、
家
数
、
人
口
、
馬
の
数
、
水
田
の

面
稜
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
こ
の
文
番
か
ら
み
て
も
、
嘉
瀬
は
相
当
古
く
か
ら

一
つ
の
村
と
し
て
、
部
落
構
成
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

な
お
、
藤
崎
城
主
阿
信
宗
季
は
領
内
代
官
に
左
記
の
と
お
り
命
令
し
て
い
る
。

五
条
訓

｜
、
肥
は
馬
踏
肥
、
鳥
く
そ
、
魚
か
し
に
て
よ
し
。

一
、
稲
作
の
米
作
は
苗
代
な
り
、
う
し
き
に
し
て
、
三
本
及
至
五
本
権

み
に
し
て
植
付
く
べ
し
。

｜
、
常
に
治
水
、
霜
干
伐
に
備
う
べ
し
。

永
仁
四
年
三
月

回
状
邑
頭
各
位
殿
十
三
康
季
華
押

と
あ
り
、
約
八
百
年
前
、
西
暦
一
三
四
一
年
興
国
元
年
八
月
の
外
の
海
（
日
本

海
の
西
海
岬
）
の
大
津
浪
に
よ
り
十
三
港
が
陥
没
、
津
軽
地
方
の
田
畑
が
全
め
つ

し
た
以
前
に
、
地
軽
地
方
は
開
田
さ
れ
、
鰻
産
物
が
収
穫
さ
れ
、
村
々
か
ら
生
産

さ
れ
た
産
物
が
、
人
の
背
、
荷
馬
、
ま
た
川
を
利
用
し
た
舟
便
で
、
物
資
の
集
散

地
十
三
港
に
運
ば
れ
て
い
っ
た
。

こ
の
古
文
香
に
よ
っ
て
も
、
当
時
の
支
配
者
は
、
稲
と
肥
料
と
馬
を
主
と
し
た

農
産
物
振
興
に
力
を
そ
そ
い
だ
こ
と
が
、
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
、
輸
送
路

が
な
け
れ
ば
物
資
の
交
流
も
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
自
然
発
生
的
に
、
川
に
は
橘

を
架
け
、
道
は
補
修
し
て
、
道
路
は
発
達
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

西
暦
一
二
二
二
年
貞
応
二
年
鎌
倉
群
府
が
廻
船
式
目
三
津
七
港
を
日
本
国
内
に

没
定
、
十
三
港
も
七
港
の
一
つ
に
指
定
さ
れ
、
津
軽
の
鯉
林
産
物
や
海
産
物
も
、

秋
田
、
新
潟
、
薗
山
と
日
本
海
廻
り
で
、
関
西
地
力
に
迎
送
さ
れ
た
の
で
す
。

次
い
で
、
西
暦
一
三
三
四
年
（
南
朝
時
代
）
当
時
津
軽
を
支
配
し
て
い
た
十
二

代
藤
崎
城
主
阿
倍
宗
秀
が
一
族
に
あ
て
た
許
状
に
、

束
日
流
は
な
わ
の
こ
う
り
（
華
輪
郡
）
に
引
水
の
堰
、
こ
と
ご
と
く

掘
り
に
て
候
処
は
『
た
つ
さ
と
堰
』
『
吹
浦
の
堰
』
『
妙
堂
堰
』
『
舘

倉
堰
』
に
候
。
依
っ
て
引
水
渡
る
処
、
川
畑
を
お
こ
し
、
藤
し
を
安
か

る
べ
し
。

）

一
、
水
引
の
労
、
溜
池
の
築
堤
、
川
水
門
の
労
を
衆
に
し
て
成
し
く
し
。

一
、
拓
地
道
具
は
細
工
能
く
極
め
て
可
な
り
。

一
、
稲
穂
は
穂
抜
き
な
し
て
選
び
、
苗
代
は
防
風
柵
を
ま
て
に
施
ぺ
し
。

一
、
出
草
取
り
怠
る
べ
か
ら
ず
。
上
腰
は
草
を
見
ず
し
て
草
を
取
り
、

中
腰
は
草
を
見
て
草
を
取
り
、
下
腿
は
草
を
見
て
草
を
取
ら
ず
と
い

う
な
り
。

一
、
馬
は
稲
の
肥
に
大
事
な
役
目
あ
り
、
農
武
具
に
牛
馬
を
飼
う
こ
と

大
事
と
す
べ
し
。

右
の
と
お
り
腱
武
に
あ
る
と
も
足
を
護
り
、
巳
が
守
養
の
為
に

つ
く
し
く
り
。

郡
役
目
殿
宗
季

９

下
の
切
道
３

束
日
流
外
三
郡
誌
に
よ
る
と
、
中
山
山
脈
の
山
麓
を
北
に
従
走
す
る
中
山
道

（
下
の
切
道
）
は
永
禄
三
年
（
西
暦
一
五
六
○
年
）
室
町
十
三
代
将
軍
養
輝
戦
国

時
代
、
織
田
信
長
尾
張
桶
狭
間
の
戦
い
に
勝
つ
、
織
田
氏
勢
力
を
拡
げ
た
時
、
行

岡
（
浪
岡
北
畠
代
）
飯
積
朝
日
代
の
施
行
で
、
油
川
－
行
岡
（
浪
岡
）
－
飯
積

（
飯
詰
）
ｌ
帰
来
夷
地
（
喜
良
市
）
Ｉ
宮
沢
（
宮
野
沢
）
－
移
夷
地
（
薄
市
）
ｌ

鮎
内
（
相
内
）
－
小
泊
Ｉ
藤
島
が
中
山
道
で
。

油
川
－
飯
詰
問
を
上
の
切
通
し

飯
詰
’
十
三
間
を
下
の
切
通
し

十
三
Ｉ
藤
島
間
を
支
那
岳
切
通
し

と
称
せ
り
と
あ
る
。

こ
の
道
路
は
、
津
軽
の
産
業
上
、
軍
事
上
の
重
要
な
道
路
の
一
つ
で
あ
っ
た
で

又
い
な
か
の
こ
う
り
（
田
舎
郡
）
の
堰
は
、
岩
木
川
、
平
川
、
浅
瀬

石
川
の
辺
に
引
水
し
て
、
堰
を
め
ぐ
ら
し
、
人
の
暮
し
を
安
か
る
べ
し
。

お
き
の
り
は
、
な
み
お
か
（
浪
岡
）
堰
、
前
田
留
堰
、
岩
木
川
堰
の

引
水
可
な
り
せ
ば
人
責
を
お
し
ま
ず
拓
く
べ
し
。

飯
積
堰
は
馬
の
郡
ま
で
、
十
川
堰
と
引
水
し
て
可
な
り
。

江
留
間
の
郡
は
、
水
洪
す
し
て
、
皆
無
作
の
う
れ
い
あ
る
に
つ
い
て

あ
し
か
り

芽
刈
の
地
と
止
め
置
き
候
て
苦
し
か
ら
ず
も
、
西
山
田
光
沼
あ
た
り
に

引
水
し
て
拓
し
べ
し
・

馬
の
郡
は
、
『
桂
川
』
（
相
内
）
、
『
鍋
越
の
堰
』
（
今
泉
）
、

●
●
●
●
●

『
乙
く
ち
堰
』
（
尾
別
）
『
嘉
奈
岐
堰
』
（
金
木
）
、
『
嘉
瀬
堰
』
を

引
水
し
て
良
く
拓
し
べ
し
。

山
の
り
ん
ど
う
（
林
道
）
は
草
芽
え
ざ
る
前
に
開
き
、
山
入
る
者
に

迷
は
ざ
る
印
を
し
る
べ
し
。
火
越
り
て
災
く
る
あ
ら
ば
、
峰
に
木
を
伐

し
、
飛
火
を
防
ぎ
べ
き
事
の
候
を
忘
る
べ
か
ら
ず
。

洪
水
に
水
乗
る
田
あ
り
せ
ば
、
よ
く
流
れ
に
堤
防
を
巡
ら
し
て
築
く

べ
し
。路

は
、
橘
を
架
く
る
処
難
ず
る
と
も
、
い
ざ
な
る
と
き
の
川
ゆ
る
大

事
に
候
な
り
せ
ば
、
大
川
た
り
と
も
、
め
げ
ず
、
小
川
た
り
と
も
あ
な

ど
ら
ず
、
よ
く
架
く
る
べ
し
。

溜
池
は
日
照
に
術
ふ
る
用
水
な
れ
ば
、
引
水
は
争
は
ず
用
う
る
べ
し
。

港
は
我
が
一
族
の
富
貧
を
左
右
な
し
処
な
れ
ば
、
築
港
よ
る
し
き
便

を
は
か
る
べ
し
。

右
以
如
件

建
武
元
年
八
月

、
ノ？の

怪
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て
い
る
で
し
ょ
う
。

嘉
瀬
の
街
道
に
も
あ
り
ま
す
。
昔
か
ら
往
還
道
と
言
っ
た
通
り
で
す
。

こ
れ
は
戦
国
時
代
の
名
残
り
の
部
落
構
成
で
、
村
の
中
に
敵
が
攻
め
て
き
て
も

す
ぐ
に
攻
め
こ
ま
れ
な
い
。
見
通
し
の
悪
い
よ
う
に
し
た
か
ら
で
す
。

津
軽
の
市
町
村
誌
を
ひ
も
と
い
て
み
る
と
、
七
和
以
北
の
山
根
通
り
既
ち
小
泊

し
も
の
き
り

道
を
往
昔
『
下
の
切
街
道
』
と
言
っ
た
と
記
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
山
道
下
の

切
通
り
を
昭
和
五
三
年
秋
に
、
嘉
瀬
ふ
を
さ
と
を
さ
ぐ
る
会
の
会
園
一
同
で
踏
査

し
ま
し
た
。

う

し
よ
う
。
脇
道
の
裏
道
と
し
て
、
飯
詰
か
ら
油
川
に
至
る
山
道
、
喜
良
市
か
ら
後

潟
に
至
る
山
道
、
今
泉
か
ら
蟹
田
に
至
る
山
道
は
、
軍
事
上
の
か
く
れ
道
で
あ
っ

た
と
記
る
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
北
郡
か
ら
東
郡
に
至
る
中
山
山
脈
越
い
の

要
路
で
あ
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
す
。

大
浦
為
信
が
津
軽
を
統
一
す
る
以
前
は
津
軽
も
、
戦
国
時
代
の
下
克
上
の
時
代

で
、
代
官
が
領
主
を
討
つ
、
地
頭
が
代
官
を
討
つ
と
い
っ
た
。
互
に
自
分
の
領
地

を
拡
げ
よ
う
と
合
戦
に
明
け
く
れ
た
時
代
で
、
道
路
も
戦
略
上
の
重
要
な
一
つ
の

要
塞
で
あ
っ
た
。

い
ま
、
各
村
を
図
っ
て
み
る
と
、
街
道
に
辻
が
多
く
曲
り
く
ね
っ
て
い
る
こ
と

に
気
付
く
で
し
ょ
う
。
真
直
な
道
は
交
通
に
便
利
な
の
だ
が
、
次
の
第
二
図
よ
う
に
な
っ

、
阿
砂
羅
山
通
り
Ｉ
大
安
国
寺
、
伽
蓋
寺
、
大
光
ｆ
、
弘
舟
寺
、
三
川
寺
、
東
光

寺
、
光
田
寺
、
薬
師
堂
、
諏
訪
堂
、
こ
れ
に
行
丘
（
浪
岡
）
寄
り
に
間
野
干
坊
を

配
し
た
。

と
、
束
日
流
外
三
郡
誌
で
述
べ
て
い
ま
す
。

修
験
宗
は
紀
井
態
野
系
と
い
わ
れ
、
大
鰐
か
ら
相
内
に
至
る
中
山
山
脈
の
尾
根

筋
の
峯
々
の
寺
院
の
法
燈
が
十
三
心
浦
々
に
映
え
て
隆
盛
を
き
わ
め
た
と
い
う
。

中
山
山
脈
の
大
峯
筋
は
、
》
」
れ
ら
修
験
者
の
回
行
路
で
、
松
倉
の
滝
、
飯
詰
不

師
の
滝
、
藤
の
滝
、
鹿
の
子
滝
、
セ
ツ
滝
、
中
里
不
動
の
滝
は
、
行
者
の
修
験
道

場
で
あ
っ
た
ろ
う
。

藩
政
時
代

寛
文
二
年
（
西
暦
一
六
六
二
年
）
か
ら
津
軽
四
代
藩
主
偏
政
は
、
津
軽
新
田
開

拓
の
た
め
、
秋
田
、
山
形
、
遠
く
は
宙
山
地
方
か
ら
移
住
者
を
募
集
し
、
年
貢
を

安
く
し
て
開
田
あ
た
ら
せ
た
の
で
、
岩
木
川
に
沿
っ
た
迩
原
は
美
田
に
変
り
、
新

し
い
村
々
が
岩
木
川
に
沿
っ
て
多
数
で
き
ま
し
た
。
私
達
の
村
の
姓
氏
を
調
べ
て

み
る
と
、
富
山
、
石
川
地
方
の
村
の
名
が
、
そ
の
ま
ま
氏
の
姓
に
し
た
の
も
多
い

と
推
定
さ
れ
ま
す
。

村
が
多
く
で
き
る
と
、
道
路
が
だ
ん
だ
ん
で
き
あ
が
っ
て
き
ま
す
。
田
が
多
く

な
り
、
拡
く
な
る
と
、
田
に
引
く
水
も
多
く
使
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
津
軽
藩
で
は
、
溜
池
を
村
々
に
造
ら
せ
ま
し
た
。

溜
池

▲
正
保
年
間
（
西
暦
一
六
四
四
年
）
に
野
里
の
長
橋
溜
池
、
金
山
の
金
山
溜
池

が
で
き
ま
し
た
。

▲
『
金
木
町
徳
田
家
由
緒
書
』
に
よ
る
と
、
徳
田
傅
兵
衛
元
禄
十
一
年
寅
年

梵
場
寺
応
身
院
、
報
身
院
、
正
覚
院
、
不
動
院
心
院
、
大
日
堂
蔵
正
堂
、

中
柏
木
を
出
て
田
圃
か
ら
大
き
く
カ
ー
ブ
を
切
る
と
こ
ろ
、
山
手
土
取
場
に
入

っ
て
約
三
十
米
行
く
と
、
嘉
瀬
ス
キ
ー
場
観
音
山
に
向
う
小
沢
沿
い
に
、
今
も
街

道
の
跡
が
あ
り
ま
す
。
小
沢
の
街
道
跡
を
登
る
と
ス
キ
ー
場
の
切
割
り
（
現
況
は

第
二
ス
ロ
ー
プ
に
至
る
山
道
と
し
て
盛
土
の
道
を
横
断
す
る
）
で
、
道
は
ジ
ャ
ン

プ
台
の
下
を
通
っ
て
（
ジ
ャ
ン
プ
台
の
下
溜
池
岸
に
も
街
道
の
跡
が
あ
る
）
、
三

さ
じ
ゃ
む

左
エ
門
溜
池
の
横
に
出
て
、
加
勢
城
跡
の
下
を
通
り
小
田
川
に
出
て
い
ま
す
。

今
県
道
と
な
っ
て
い
る
中
柏
木
か
ら
飯
詰
に
至
る
道
路
が
当
時
の
下
の
切
道
の

跡
で
す
。
中
柏
木
か
ら
嘉
瀬
に
入
る
道
路
は
脇
道
と
言
っ
た
の
で
す
。

中
柏
木
の
本
道
か
ら
分
か
れ
て
小
学
校
前
－
津
軽
鉄
道
横
断
し
て
－
農
協
前
Ｉ

馬
頭
観
音
の
喜
良
市
に
至
る
道
路
を
横
断
－
小
柴
崎
－
小
田
川
沿
い
か
ら
－
冷
水

ｌ
畑
中
－
後
町
－
古
町
に
出
る
道
が
脇
道
で
、
こ
の
当
時
ま
だ
、
長
富
に
行
く
道

金
木
に
行
く
道
は
無
く
、
津
軽
新
田
洲
発
が
進
ん
で
き
た
津
軽
四
代
信
政
の
こ
ろ

か
ら
、
新
田
の
村
々
に
通
じ
る
道
路
が
で
き
ま
し
た
。

仏
教
伝
来
に
よ
る
修
験
道
と
束
日
流
千
坊

奈
良
朝
か
ら
平
安
朝
に
か
け
て
、
日
本
の
仏
教
の
降
盛
期
で
、
飯
詰
山
添
い
中

山
千
坊
は
大
宝
年
代
（
西
暦
七
○
一
年
ご
ろ
）
修
験
宗
行
者
役
小
角
仙
人
の
開
基

に
は
じ
ま
り
、
平
泉
藤
原
氏
の
支
族
で
あ
る
十
三
藤
原
秀
栄
は
十
三
の
浦
辺
に
、

文
治
二
年
（
西
暦
七
九
七
年
）
柵
島
城
を
築
い
た
。
そ
の
権
力
と
財
力
で
も
っ
て

仏
教
に
州
依
し
、
束
日
流
三
千
坊
を
建
て
た
と
い
う
。

阿
砂
羅
千
坊
（
大
鰐
）
中
山
千
坊
（
浪
岡
）
十
三
千
坊
（
相
内
）

主
坊
寺

、
十
三
山
通
り
（
十
三
千
坊
）
Ｉ
遠
江
寺
、
長
谷
寺
、
春
品
寺
＠
福
島
山
通
り

（
山
王
千
坊
）
Ｉ
浄
法
寺
、
阿
咋
寺
、
東
明
寺
、
龍
興
寺
、
三
井
寺
、
禅
林
寺
、

柚
林
寺
＠
中
山
通
り
（
中
山
千
坊
）
Ⅱ
大
光
院
、
大
泉
寺
、
薬
師
寺
、
松
倉
寺
、

、

仰
付
け
ら
れ
、
藤
枝
糊
池
築
正
し
。
と
あ
り
ま
す
。

▲
宝
、
水
三
年
十
月
（
西
暦
一
七
○
六
年
）
大
沢
内
捌
池
を
築
Ｉ
し
ま
し
た
。

▲
『
其
川
弥
右
工
門
由
緒
記
』
に
、
臨
瀬
の
人
、
清
久
な
る
者
、
溜
池
蒋
請
の

時
堤
防
を
築
き
（
浦
久
溜
池
又
は
鋸
瀬
栩
池
）
又
、
文
政
七
年
申
年
（
西
勝

一
八
二
四
年
）
其
田
弥
太
郎
ニ
ノ
沢
溜
池
（
長
窩
溜
池
普
請
の
さ
い
、
堤
防
を

築
き
し
に
よ
り
、
昆
沙
門
よ
り
長
南
、
嘉
瀬
を
経
て
、
金
木
に
至
る
道
路
通
じ

た
り
云
々
。
と
件
か
れ
て
あ
り
ま
す
。

道
路

▲
慶
安
元
年
十
月
（
西
暦
一
六
四
八
年
）
に
作
っ
た
図
面
に
よ
る
と
小
道
Ⅱ

中
柏
木
村
よ
り
嘉
勢
村
ま
で
一
里
十
五
町
Ｉ
と
あ
り
ま
す
。

▲
『
承
応
二
年
（
西
暦
一
六
五
三
年
）
津
軽
領
分
大
道
小
道
磯
辺
路
並
船
路
と

帳
』
に
よ
れ
ば
。

○
原
子
よ
り
神
山
迄
二
九
丁
三
○
間
。
○
神
山
よ
り
飯
詰
迄
一
里
七
Ｊ
二
四

間
。
○
飯
法
よ
り
喜
良
市
迄
二
里
五
丁
二
四
間
。
○
喜
良
市
よ
り
金
木
迄
一

一
丁
五
二
間
。
○
金
木
よ
り
中
里
迄
一
里
三
二
丁
三
四
間

▲
『
天
和
併
上
帳
添
図
』
（
西
暦
一
六
八
一
年
ご
ろ
）
に
よ
れ
ば
、
金
木
本
村

よ
り
不
動
林
を
経
て
、
御
番
所
（
蒔
田
）
に
至
る
道
路
が
表
わ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
。
（
金
木
新
田
か
ら
生
産
さ
れ
た
産
物
は
、
御
番
所
を
通
し
て
、
年
貢

米
が
岩
木
川
の
水
運
に
よ
っ
て
、
弘
前
城
下
に
運
ば
れ
た
｝
」
と
が
わ
か
り
ま
す
。
）

▲
元
禄
六
年
癸
酉
年
四
月
（
西
暦
一
六
九
三
年
）
舘
山
善
左
工
門
を
道
路
御
改

奉
行
と
し
て
道
路
を
測
量
せ
し
め
、
三
六
丁
を
も
っ
て
一
岨
と
定
め
、
そ
れ
以

前
は
四
八
丁
を
一
里
と
し
て
い
た
。

●
下
岩
崎
村
よ
り
一
里
塚
（
村
境
）
迄
二
三
○
間
●
下
岩
崎
と
中
柏
木
に

（
西
勝
一
六
九
八
年
）

薄
新
川
御
取
上
の
輔
堰
、
溜
池
、
大
川
聡
零
行
を
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；
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十
丁
杭
三
ケ
所
●
下
の
十
丁
杭
よ
り
中
柏
木
村
迄
五
六
間
●
中
柏
木
村

内
一
二
八
間
●
中
柏
木
北
端
の
一
里
塚
よ
り
村
境
迄
四
○
○
間
●
中
柏

木
と
小
田
川
の
中
間
に
十
丁
杭
一
ヶ
所
●
小
田
川
村
内
一
七
○
間
●
小

田
川
村
境
よ
り
北
方
二
三
間
に
十
丁
杭
●
喜
良
市
村
内
二
一
六
間
●
喜

良
市
よ
り
十
丁
杭
迄
二
三
八
間
●
喜
良
市
と
金
木
の
村
境
に
一
里
塚
。

▲
元
禄
年
間
作
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
羽
野
木
沢
阿
部
家
所
蔵
の
絵
図
面
に

よ
れ
ば
。

本
道

弘
前
Ｉ
堅
田
村
（
二
一
二
六
石
余
）
－
内
牛
子
（
五
四
一
石
余
）
－
津

軽
野
村
（
七
八
七
石
余
）
ｌ
百
田
村
（
二
三
石
余
）
Ｉ
藤
崎
村
（
一
三

○
○
石
余
）
－
不
詳
ｌ
水
沼
村
（
六
五
八
石
余
）
中
野
目
村
（
九
一
○

石
余
）
－
地
岡
村
（
五
三
胆
石
余
）
Ｉ
俵
升
村
（
六
五
九
石
余
）
－
下

俵
升
村
（
不
詳
）
ｌ
舘
野
越
村
（
五
○
三
石
余
）
ｌ
滝
升
村
（
三
○
五

石
余
）
１
常
海
橘
村
（
九
七
四
石
余
）
ｌ
夕
顔
間
村
（
’
○
九
閥
石
余
）

Ｉ
三
宅
村
（
八
石
余
）
－
十
川
橘
ｌ
侍
ツ
コ
沢
村
（
三
二
六
石
余
）
１

判
野
木
沢
村
（
三
一
七
石
余
）
－
服
子
沢
村
（
九
一
○
石
余
）
ｌ
神
山

村
（
六
一
一
石
余
）
ｌ
松
野
木
村
（
二
瓦
三
石
余
）
－
金
木
村
（
八
七

三
石
余
）
ｌ
平
町
村
（
’
二
石
余
）
ｌ
飯
錨
村
（
一
四
五
一
石
余
）
Ｉ

下
岩
崎
村
（
四
七
二
石
余
）
－
中
柏
木
村
（
二
○
石
余
）
－
小
川
川

露
】

・－－．．‐"

／

〆〆
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F

彦／
J1､

村
（
三
二
○
石
余
）
１
灘
良
市
村
（
四
一
四
石
永
）
ｌ
野
崎
村
（
門
六

四
石
余
）
ｌ
金
木
村
（
一
九
血
九
石
余
）
Ｉ
川
魚
村
（
九
二
四
余
）

－
深
郷
田
村
（
三
五
丘
石
余
）
ｌ
中
唄
村
二
一
○
七
石
余
）

脇
道
（
支
逆
）

下
岩
崎
ｌ
趾
沙
門
村
（
四
二
二
石
余
）
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4も、

中
柏
木
ｌ
小
栗
崎
村
（
三
四
八
石
余
）
－
嘉
勢
村
（
一
二
五
一
石
余
）

▲
『
寛
政
五
年
（
西
暦
一
七
九
三
年
）
藩
津
八
法
覚
』
に
よ
れ
ば
、

○
飯
詰
村
よ
り
嘉
瀬
村
迄
一
里
二
六
丁
五
四
間

○
嘉
瀬
村
よ
り
金
木
村
迄
三
○
丁
二
六
間

と
り
ま
と
め

室
町
戦
国
の
世
の
永
禄
年
代
、
下
の
切
り
中
山
道
は
、
浪
岡
か
ら
吉
野
田
－
持

子
沢
－
原
子
に
出
る
の
が
本
道
で
あ
っ
た
が
、
為
信
が
津
軽
を
統
一
、
弘
前
に
城

を
築
い
て
か
ら
は
、
弘
前
を
基
点
と
し
て
Ｉ
藤
崎
－
浪
岡
－
新
城
を
経
由
す
る
の
が

油
川
道
で
、
藤
崎
か
ら
ｌ
舘
野
越
－
夕
顔
関
－
侍
子
沢
に
結
ば
れ
る
道
路
が
下
の

切
り
中
山
道
に
か
わ
り
ま
し
た
。

室
町
末
期
戦
国
時
代
⑲
永
禄
年
代
（
閥
暦
一
五
六
○
年
ご
ろ
）
の
嘉
瀬
地
域
は

浪
岡
北
畠
の
価
頒
で
、
飯
抽
朝
日
氏
の
支
配
下
に
お
か
れ
、
加
勢
城
に
夷
人
八
眼

佐
助
、
加
勢
西
詑
に
三
浦
権
十
郎
販
孝
、
加
勢
束
舘
に
浜
舘
三
郎
永
光
の
地
頭
を

配
し
て
冶
傾
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
。
浪
岡
か
ら
山
根
沿
い
飯
詰
ｌ
中
柏
木

Ｉ
喜
良
市
が
本
道
で
、
嘉
瀬
は
、
こ
の
ド
の
切
り
本
道
よ
り
は
じ
れ
て
、
支
道
で

結
ば
れ
る
と
｝
」
ろ
に
位
榧
し
て
い
た
。

中
杣
木
よ
り
琉
瀬
小
学
校
前
－
樅
悠
鉄
道
を
横
断
し
て
彪
瀬
腱
協
前
ｌ
馬
頭
観

音
ｌ
小
柴
崎
Ｉ
冷
水
ｌ
畑
中
－
後
町
－
古
町
に
至
る
線
が
支
道
で
あ
っ
て
、
慶
安

よ
り
金
本
村
迄
二
○
丁
二
禰
と
あ
る
か
ら
、
｜
」
の
当
時
か
ら
金
木
代
官
所
に
年

貢
米
を
納
め
る
た
め
、
古
町
か
ら
後
町
－
小
田
川
を
渡
り
八
幡
宮
前
に
出
て
ｌ
八

幡
宮
の
西
側
を
通
っ
て
萩
元
の
川
圃
に
出
て
－
金
木
の
管
原
に
至
り
、
金
木
川
を

渡
り
金
木
本
町
に
出
た
線
が
、
鬼
瀬
と
金
木
を
結
ぶ
本
遊
で
あ
っ
た
。
（
こ
の
道

路
は
、
新
道
が
で
き
る
明
治
四
三
年
ご
ろ
ま
で
、
嘉
瀬
の
古
老
達
が
、
金
木
の
明

治
校
に
通
学
し
た
道
路
で
、
馬
叩
で
荷
物
を
運
ん
だ
と
語
っ
て
い
る
。
’
八
幡
官

の
西
側
に
今
も
当
時
の
道
路
が
残
っ
て
い
る
。
Ｉ
）

溌
瀬
か
ら
長
宙
へ
は
、
古
町
の
村
端
れ
か
ら
、
孤
崎
の
と
っ
た
ん
を
通
っ
て
長

窟
の
村
端
れ
に
出
た
の
が
支
道
で
、
寛
政
五
年
の
藩
津
八
方
覚
に
よ
る
と
、
飯
詰

村
よ
り
嘉
瀬
村
迄
一
里
二
六
丁
五
四
間
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
線
が
飯
沽
よ
り

飯
詰
川
沿
い
に
長
富
に
出
て
孤
崎
Ｉ
嘉
瀬
古
町
に
至
る
道
路
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
文
政
七
年
（
西
暦
一
八
二
四
年
）
長
富
溜
池
、
嘉
瀬
溜
池
が
で
き
て
、

長
富
か
ら
長
富
溜
池
堤
防
道
路
－
嘉
瀬
溜
池
堤
防
道
路
－
新
堤
町
－
下
鍛
治
町
に

入
る
現
在
の
県
道
が
通
っ
て
、
艮
菌
に
直
行
で
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
。

明
治
四
三
年
、
畑
中
か
ら
舘
．
の
畠
を
切
り
割
り
、
萩
元
の
田
の
中
を
通
り
金

木
病
院
前
Ｉ
朝
日
橋
に
至
る
新
道
が
工
事
さ
れ
て
、
現
在
の
新
堤
町
か
ら
鍛
治
町

ｌ
畑
中
－
舘
コ
ー
金
木
朝
日
橘
と
、
現
在
の
県
道
が
整
備
さ
れ
、
五
所
川
原
か
ら

金
木
に
直
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

ま
た
こ
の
当
時
に
派
立
通
り
の
道
路
も
整
備
さ
れ
、
喜
良
市
に
直
行
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
現
在
の
よ
う
な
。

新
堤
町
Ｉ
下
鍛
冶
町
１
上
鍛
治
町
ｌ
原
田
酒
店
前
十
字
路
Ｉ
畑
中
ｌ
金
木

と
、
原
田
酒
店
前
十
字
路
ｌ
後
町
ｌ
古
町
と
。
原
田
酒
店
前
十
享
路
１
本

町
ｌ
派
立
通
り
ｌ
津
軽
鉄
道
横
断
Ｉ
金
木
南
中
学
校
前
ｌ
喜
良
市
に
至
る

線
が
、

元
年
（
西
暦
一
六
四
八
年
）
の
図
血
に
中
柏
木
よ
り
加
勢
村
ま
で
一
里
一
五
町
と

あ
る
か
ら
、
、
水
禄
年
代
か
ら
慶
安
年
間
は
、
中
柏
木
か
ら
小
栗
崎
－
古
町
に
至
る

線
が
濡
瀬
村
内
の
本
道
で
あ
っ
た
と
碁
え
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
天
杣
好
上
帳
（
四
牌
一
六
八
一
年
）
で
、
蒔
田
に
御
番
所
が
置
か
れ
た

と
あ
り
、
ま
た
寛
政
五
年
（
極
膳
一
七
九
三
年
）
藩
津
八
法
覚
に
よ
れ
ば
嘉
瀬
村

－42－
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明
治
二
四
年
東
北
本
線
が
青
森
ま
で
で
き
る
ま
で
は
、
津
軽
の
人
達
は
容
易
に

他
国
に
旅
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
嘉
瀬
の
人
達
の
食
前
に
の

ぼ
る
魚
は
、
荷
馬
巾
を
引
い
て
、
中
柏
木
－
原
子
－
大
釈
迦
ｌ
新
城
と
〃
森
に
出

て
魚
を
仕
入
れ
た
そ
う
で
す
。
当
時
大
釈
迦
は
駄
侭
付
け
の
休
憩
所
と
し
て
大
変

に
ぎ
わ
っ
た
そ
う
で
、
嘉
瀬
か
ら
は
夜
の
明
け
な
い
う
ち
に
馬
の
鈴
を
鳴
ら
し
な

が
ら
、
早
立
ち
し
た
そ
う
で
す
。
荷
馬
頓
で
に
ぎ
わ
っ
た
大
釈
迦
も
奥
羽
線
、
丘

能
線
が
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
今
は
、
淋
し
い
奥
羽
線
の
通
過
駅
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

明
治
三
八
年
に
奥
羽
線
が
開
通
し
て
、
嘉
瀬
か
ら
背
森
に
、
ま
た
束
求
に
上
京

上
方
見
物
に
行
く
た
め
に
は
、
嘉
瀬
か
ら
大
釈
迦
ま
で
歩
い
た
そ
う
で
、
大
岻
七

年
五
能
線
が
で
き
て
、
五
所
川
朧
か
ら
灯
森
や
弘
舸
、
來
虫
に
出
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
昭
和
五
年
津
軽
鉄
道
が
開
通
し
て
か
ら
、
語
瀬
か
ら
歩
か
な
く
と
も
、
汽

、
ノ

嘉
瀬
の
道
路
の
本
道
と
な
り
ま
し
た
。

＠
明
治
二
四
年
（
西
暦
一
八
九
一
年
）
東
北
本
線
鉄
道
が
青
森
ま
で
開
通
。

＠
明
治
三
八
年
（
西
暦
一
九
○
五
年
）
奥
羽
線
鉄
道
が
開
通
。
、
大
正
七

年
（
西
暦
一
九
一
八
年
）
陸
奥
鉄
道
（
現
在
の
五
能
線
）
開
通
。
＠
昭
和

五
年
九
月
（
西
暦
一
九
三
○
年
）
津
軽
鉄
道
金
木
ま
で
開
通
。
＠
明
冷
二

六
年
五
月
組
合
立
明
治
高
（
金
木
）
創
立
。
大
正
一
四
年
三
月
解
散
。

現
在
は
、
嘉
瀬
か
ら
金
木
ま
で
は
、
汽
車
、
バ
ス
、
自
家
用
車
、
バ
イ
ク
等
で

金
木
高
等
学
校
に
嘉
瀬
か
ら
生
徒
が
通
っ
て
い
ま
す
が
、
明
治
二
六
年
明
治
向
が

創
立
さ
れ
た
当
時
、
私
達
の
祖
父
は
、
ワ
ラ
ジ
に
フ
ラ
ン
ケ
（
毛
布
）
を
ま
と
っ

て
吹
雪
の
雪
道
を
、
萩
元
の
田
圃
の
吹
き
さ
ら
し
の
中
を
、
明
治
校
に
歩
い
て
通

っ
た
そ
う
で
す
。
生
活
物
資
の
輸
送
機
関
の
変
せ
ん
に
伴
っ
て
、
道
路
も
変
っ
て

き
ま
す
。

藩政時代から明治･大正･昭和の初期

運機や稲刈機のなし､人力で田を耕すた

日に働らかなければならなし､仕事の量

なし､者は一人前と認められなかった。

（戦前まで）今のように耕

時代に、一人前の若者が一

で、この分量の仕事ができ

昔のワッパク

仕 事

伽
稲
刈
Ⅱ
朝
飯
半
二
斗
搗
キ
稲
一
人

役
刈
。

⑤
稲
コ
キ
ー
コ
キ
放
し
は
百
束
（
｜

束
は
六
把
結
び
）
籾
と
し
て
俵
に

詰
る
場
合
は
八
十
束
。

⑥
摺
臼
引
Ⅱ
三
人
一
組
に
て
米
九
俵

、
半
搗
搗
放
し
は
三
俵
（
古
米
は
一

石
）
俵
へ
鑑
る
一
石

⑧
薬
仕
事
Ⅱ
使
い
繩
五
十
尋
一
把
と

し
て
十
把

ひ
ろ

⑨
苫
編
み
十
三
尋
七
枚
、
米
俵
四
斗

入
十
二
俵
、
同
八
斗
入
十
俵

⑩
長
踏
二
十
足
草
蛙
十
五
足
足

高
草
履
十
五
足
。

⑪
夜
仕
事
Ⅱ
稲
刈
後
稲
コ
ギ
迄
の
使

い
繩
五
十
詔

⑫
肥
引
き
Ⅱ
長
い
ム
ス
ビ
で
二
十
五

丸
。

川
田
打
Ⅱ
一
番
打
一
人
役
一
弐
四
坪

二
番
打
二
人
役
三
番
打
三
人
役

②
田
か
き
’
一
番
荒
く
り
二
人
役

二
番
中
か
き
四
人
役
。

⑧
田
植
Ⅱ
女
一
人
二
人
役
（
一
人
役

苗
お
よ
そ
三
百
五
十
把
植
え
）
。

○
画
ま
た
、
『
お
乳
を
授
け
て
く
れ
』
と
、
野
田

祖
先

の
神
木
や
、
源
常
林
の
公
孫
樹
に
祈
願
す
る
人

の
が
多
い
の
は
、
こ
れ
み
な
、
古
代
か
ら
受
け
つ

が
れ
て
き
た
私
達
の
祖
先
の
遺
風
で
あ
る
。

信
仰

現
代
｝
」
れ
ら
の
行
為
を
迷
信
だ
と
言
っ
て
笑

す
べ
て
の
怪
異
変
転
は
神
の
出
篝
ど
信
じ
た
ふ
で
あ
ろ
う
が
、
他
に
た
よ
る
も
の
も
な
く
、

私
達
の
祖
先
は
、
日
、
月
、
星
、
農
や
、
老
樹

巨
石
等
や
、
天
と
地
の
間
に
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
、
異
状
物
は
、
こ
と
ご
と
く
こ
れ
を
神
格
視

し
、
深
く
畏
敬
し
た
。

わ
ざ

甚
だ
し
き
は
、
生
殖
器
ま
で
も
神
の
業
と
し

て
、
陽
根
陰
部
に
類
似
し
て
い
る
石
塊
を
石
神

様
、
若
し
く
は
、
要
の
神
と
称
し
て
、
こ
れ
を

ト
ク
刀
脂
才
』
Ｊ
１
Ｉ
Ｌ
，
ナ
〃

型
言
混
‐
ノ
こ
Ｏ

現
在
に
お
い
て
も
、
子
宝
に
恵
ま
れ
な
い
人

が
、
子
を
授
け
給
へ
と
て
『
孫
内
の
石
神
様
』

『
南
部
狩
場
沢
の
金
糖
様
』
を
抱
い
て
寝
る
女

の
人
も
あ
る
と
い
う
。

松
倉
の
『
胎
内
ク
グ
リ
』
の
如
き
は
、
山
の

背
に
屹
立
す
る
巨
石
で
、
一
歩
足
を
す
べ
ら
し

た
ら
、
命
が
千
あ
っ
て
も
た
ら
ぬ
場
所
で
あ
る

が
、
危
険
を
冒
し
て
『
災
難
を
免
れ
し
め
給
へ
』

と
、
そ
の
穴
を
抜
け
出
る
男
、
『
小
供
を
授
け

て
欲
し
い
』
と
穴
を
く
ぐ
る
女
。

１
１
Ｉ

車
に
乗
っ
て
五
所
川
原
で
買
物
や
中
学
校
（
今
の
高
等
学
校
）
に
通
学
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。

嘉
瀬
の
道
路
も
車
の
増
加
に
し
た
が
っ
て
、
村
の
中
が
込
み
合
っ
て
き
た
の
で

長
富
溜
池
の
端
れ
か
ら
、
古
町
の
西
側
を
通
っ
て
、
八
幡
宮
の
裏
手
か
ら
本
通
り

に
結
ば
れ
る
．
バ
イ
パ
ス
道
が
昭
和
五
十
五
年
十
一
月
完
成
し
た
。
道
路
は
経
済
の

発
達
と
物
資
の
流
通
機
構
の
拡
大
に
伴
っ
て
変
っ
て
き
ま
す
。
私
達
の
住
む
嘉
瀬

の
道
路
も
育
函
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
、
東
北
縦
貫
高
速
道
の
完
成
に
伴
っ
て
、
大
き

く
変
っ
て
ゆ
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

結
び

私
達
の
住
む
嘉
瀬
の
道
は
、
私
達
の
祖
先
が
歩
い
て
き
た
道
で
す
。
生
活
の
道

で
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
に
は
、
こ
の
道
の
跡
々
に
は
、
私
達
祖
先
の
、
そ
の
時

そ
の
時
の
歴
史
が
あ
っ
た
の
で
す
。
記
録
に
も
表
わ
れ
な
い
。
古
文
番
に
も
醤
か

れ
な
い
、
こ
の
道
に
は
物
と
し
て
何
に
も
残
っ
て
い
な
い
が
、

私
達
の
祖
先
が
生
活
し
て
き
た
、
生
き
て
き
た
足
跡
が
、
に
お
い
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
（
木
下
浦
一
記
）

メモ－口

ツ
ガ
ル

蛙
束
日
流
の
国
、
有
間
の
郡
は
、
古
来
よ
り
倭
（
大
和
朔
）
の
脱
走
犯

罪
人
、
謀
反
人
の
流
刑
の
地
、
ま
た
没
落
公
卿
の
落
ち
行
く
先
が
津
軽
の

地
で
あ
っ
た
と
い
う
。

舎
文
永
脹
五
年
六
Ⅱ
京
師
よ
り
急
使
、
元
冠
国
難
の
兆
し
を
受
け
て
、

安
東
船
十
三
港
よ
り
十
隻
、
金
ヶ
沢
港
よ
り
六
隻
、
深
浦
港
よ
り
二
隻
出

航
、
築
紫
に
船
出
す
る
。つ

慰
め
ら
れ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
私
達
の
祖
先
は
、

怪
異
の
対
象
物
は
、
こ
と
ご
と
く
人
間
以
外
の

霊
あ
る
も
の
と
幅
じ
、
こ
れ
を
崇
拝
信
仰
し
て
、

安
心
立
命
の
域
に
身
を
処
し
て
き
た
。

宇
宙
間
に
神
の
実
在
を
、
絶
対
的
に
こ
れ
を

認
め
、
禍
禰
は
、
す
べ
て
神
の
意
思
に
依
る
も

の
と
信
じ
、
災
い
や
不
幸
に
合
っ
た
と
き
、
ま

た
困
っ
た
こ
と
が
お
き
た
時
、
私
達
の
祖
先
は

占
師
や
、
ゴ
ミ
ソ
（
巫
女
）
の
御
託
宣
に
し
が

り
、
一
般
的
に
は
『
ベ
ロ
ベ
ロ
の
カ
メ
コ
』
や

『
よ
だ
れ
八
吋
』
『
線
香
の
煙
』
な
ど
で
、
出

先
の
方
向
を
決
め
た
り
、
古
凶
を
占
っ
た
。
ま

た
は
十
和
田
様
や
、
猿
賀
様
の
神
地
に
サ
ン
ゴ

を
投
げ
て
吉
凶
を
占
い
、
正
月
に
は
臼
鍋
据
い

て
豊
凶
を
占
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
佐
野
洪
）
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